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平成24年度水環境における放射性物質モニタリング結果について 
 

 

環境省において、モニタリング調整会議（事務局：原子力規制委員会）において決定された総合

モニタリング計画に基づき、福島県を中心に、河川、湖沼・水源地、沿岸、地下水等における放射

性物質の状況を把握するため、水質、底質（地下水は水質のみ）の放射性セシウム等のモニタリン

グを継続的に実施中（調査地点、調査時期、調査媒体に応じて１ヶ月～６ヶ月に１回の頻度で実施）

（調査概要：別添１～別添３）。 

また、水生生物（魚類、甲殻類、貝類、水生昆虫、植物等）の放射性物質濃度についても調査。 

 

【モニタリング結果概要】 

 ○ 河川、湖沼・水源地、沿岸等（584地点） 

  ・水質の状況 

ほとんどの地点で不検出（検出下限値：１Bq/L）。数地点で検出（最大100Bq/L）されてお

り、主に増水による濁りの影響と考えられる。 

 

 ・底質の状況 

① 河川、湖沼（別添４、別添５） 

河川、湖沼とも、20km 圏内など一部限られた地点において高い数値が見られるが、大半

の地点では、概ね2,000～3,000Bq/kg程度以下。 

増減傾向については、河川は概ね減少又は横ばい、湖沼・水源地では増減にばらつきが

あり、特に東京電力福島第一原子力発電所周辺地域など一部地点において大幅な増減変動

が見られるものの、全体としては大幅な増加は見られない。 

 

② 沿岸（１～２km（環境省実施地点の結果概要（河川河口沖等））（別添６） 

全体としては、概ね200～600Bq/kg程度以下と河川、湖沼と比べて低い水準。 

     増減傾向については、ばらつきはあるものの、全体としては概ね横ばい又は減少傾向。 

 

   ③ 沖合（10km、20km（環境省実施地点の結果概要 

（青森県南部から福島県北部の３～５測線））） 

     仙台や石巻等でやや高い数値が見られるが、概ね100Bq/kg以下。 

     増減傾向については、ばらつきはあるものの、全体としては概ね横ばい又は減少傾向。 

  

○ 地下水（379地点） 

   全地点において不検出（検出下限値：１Bq/L）。 
 

○ 水生生物（別添７～別添９） 
水域によってばらつきがあり、採取された生物種も同一ではないが、全体としては、概

ね横ばい又は減少傾向。河川・湖沼では海域よりも、比較的高い傾向。 
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○ 公共用水域放射性物質モニタリングの実施状況

宮城県
【H24年度】
・4/28～6/29（59地点）
・7/3～10/12（60地点）
･10/3～12/20（76地点）
･1/8～3/12（71地点）

茨城県
【H24年度】
・5/29～7/11（70地点）
・7/19～9/28（62地点）
･10/22～12/27（70地点）
･2/7～3/8（64地点）

千葉県、埼玉県、東京都
【H24年度】
・5/22～6/29（66地点）
・7/13～9/11（64地点）
･9/18～11/16（59地点
･12/3～2/20（67地点）

群馬県
【H24年度】
・5/28～7/11（56地点）
・7/17～10/12（65地点）
･10/8～12/19（70地点）
･1/9～3/3（68地点）

福島県
【H24年度】
・4/29～6/20（120地点（河川））
・7./3～9/6（193地点）
･9/10～11/30（217地点）
･12/3～3/13（216地点）

栃木県
【H24年度】
・6/1～7/31（50地点（河川））
・7/30～10/18（64地点）
･10/12～12/25（64地点）
･2/4～2/22（64地点）

【平成24年度】
・調査対象エリア： 宮城県、福島県、茨城県、栃木県、

群馬県、岩手県南部、千葉県北西部等
（１都８県）

※利根川水系からの流入の影響を把握するため埼玉
県の荒川、東京都の荒川、隅田川及び両河川の河
口域においても調査を実施

・調査地点、頻度
河川、湖沼・水源地、沿岸の環境基準点等、
1回/ 1月～6月程度

・調査内容
（核種分析）水質、底質、河川敷等土壌の放射性セシウム

濃度（Cs-134、Cs-137）
（空間線量率） 河川敷等の空間線量率

※その他、福島県を中心に河川、湖沼・水源地、沿岸において
水生生物調査も実施。

岩手県 【平成24年度】
・6/4～6/7（18地点）
・9/3～9/5（14地点）
･11/28～12/6（20地点）
･2/4～3/5（16地点）

（別添２）
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宮城県

福島県

茨城県

栃木県

群馬県

千葉県

○ 地下水質放射性物質モニタリングの実施状況

宮城県
【H24年度】
・7/7～7/12（22地点）
・12/3～12/5（22地点）

茨城県
【H24年度】
・7/2～7/8（27地点）
・11/27～11/30（27地点）

千葉県
【H24年度】
・7/9～7/13（23地点）
・12/3～12/6（23地点）

群馬県
【H24年度】
・7/2～7/6（20地点）
・11/26～11/29（20地点）

福島県
【H24年度】
・7/2～7/20（145地点）
・9/24～10/2（132地点）
・11/26～12/4（146地点）
・1/28～2/2（120地点）

栃木県
【H24年度】
・7/6～7/13（27地点）
・11/30～12/5（27地点）

【平成24年度】
・調査対象エリア： 宮城県、福島県、茨城県、栃木県、

群馬県、岩手県、千葉県 （７県）
・調査地点、頻度
井戸379地点（平成23年度は約640地点）において、年２～４回
・調査内容
（核種分析）水質の放射性ヨウ素（I-131）、セシウム濃度（Cs-134、

Cs-137）及び放射性ストロンチウム（Sr-89、Sr-90） 岩手県
【平成24年度】
・7/2～7/6（22地点）
・11/27～11/30（22地点）

岩手県

※図の地点は、
平成23年度
の調査地点

（別添３）
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○ 阿武隈川水系調査地点図（平成24年度） （別添４－２）

※阿武隈川本川のほか、福島県内の支川を掲載

本川

支川
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7  王 子 橋

8  川 ノ 目 橋

9  江 持 橋

10 須 賀 川 市 水 道 取 水 地 点

11 阿 武 隈 川 合 流 前

12 新 橋

13 谷 田 川 橋

14 船 引 橋

15 阿 武 隈 川 合 流 前

16 馬 場 川 合 流 点 前

17 幕 ノ 内 橋

18 阿 武 隈 川 合 流 前

19 阿 久 津 橋

20 石 筵 川 合 流 後

21 上 関 下 橋

22 阿 武 隈 川 合 流 前

23 高 田 橋

24 口 太 川 橋

25 小 瀬 川 橋

26 下 藤 内 橋

27 鶴 巻 橋

28 蓬 莱 橋

29 大 森 川 合 流 点 前

30 日 ノ 倉 橋

31 須 川 橋

32 阿 武 隈 川 合 流 前

33 阿 武 隈 川 合 流 前

34 八 反 田 橋

35 十 綱 橋

36 阿 武 隈 川 合 流 前

37 大 正 橋

38 舘 ノ 腰 橋

39 地 蔵 川 原 橋

40 広 瀬 川 合 流 前
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42 羽 出 庭 橋

43 丸 森 橋

44 江 尻 橋

45 槻 木 大 橋

46 阿 武 隈 大 橋
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○
利
根
川
水
系
調
査
地
点
図
（
平
成

24
年
度
）

※
利
根
川
本
川
の
ほ
か
、
群
馬
県
内
の
支
川
及
び
江
戸
川
、
旧
江
戸
川
を
掲
載

本
川

支
川

（
別
添
４
－
４
）
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1  広 瀬 橋

2  月 夜 野 橋

3  小 袖 橋

4  大 字 谷 地 地 内

5  桐 の 木 橋

6  利 根 町 高 戸 谷

7  二 恵 橋

8  厳 洞 橋

9  新 戸 橋

10 出 立 橋

11 東 橋 下 流

12 殿 田 橋

13 吾 妻 橋

14 大 正 橋

15 新 滝 沢 橋

16 群 馬 大 橋

17 福 島 橋

18 上 権 田 橋

19 烏 川 橋

20 中 瀬 橋

21 鼻 高 橋

22 只 川 橋

23 鏑 川 橋

24 浜 井 橋

25 金 山 橋

26 小 沢 橋

27 薬 師 橋

28 元 総 社 町 地 内

29 鎌 倉 橋

30 岩 倉 橋

31 新 要 橋
32 森 戸 橋

33 藤 武 橋

34 神 流 川 橋

35 坂 東 大 橋

36 下 細 井 町 地 内

37 笂 井 橋

38 奥 原 橋

39 保 泉 橋

40 中 島 橋

41 早 川 橋

42 前 島 橋

43 大 川 合 流 前

44 古 利 根 橋

45 泉 大 橋

46 利 根 大 堰

47 萱 野 橋

48 高 津 戸

49 赤 岩 用 水 取 水 口

50 江 尻 橋

51 観 音 橋

52 境 橋

53 岩 田 橋

54 城 沼

55 合 の 川 橋

56 斗 合 田 橋

57 栗 橋

58 布 川

59 佐 原

60 流 山 橋

61 弁 天 橋

62 さ か ね 橋

63 新 葛 飾 橋

64 市 川 橋

65 京 葉 道 路 付 近

66 行 徳 可 動 堰 （ 上 流 ）

67 新 行 徳 橋

68 江 戸 川 水 門 下

69 河 口8km 地 点

70 今 井 橋

71 浦 安 橋

利
根
川
赤
谷 川

桜
川

片
品
川

厳
洞

沢
川

吾
妻 川

白
砂 川

吾
妻 川

名
久

田
川

吾
妻 川

利
根 川

滝
沢 川

利
根
川
長
井 川

烏
川
碓
氷
川

鏑
川

井
野 川

雄
川
南
牧 川

染
谷 川

牛
池 川

井
野 川

烏
川

神
流
川

利
根 川

赤
城

白
川

桃
の

木
川

荒
砥 川

粕
川
広
瀬 川

早
川

石
田
川
休
泊 川

利
根 川

小
黒 川

渡
良
瀬
川
多
々

良
川

桐
生
川

鶴
生
田
川

谷
田
川

利
根
川

江
戸 川

坂
川
新
坂 川

江
戸
川

旧
江
戸
川

群
馬
県

千
葉
県

放射性セシウム濃度（Bq/kg）
H2

4年
度
河
川
の
底
質
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
推
移
（
利
根
川
水
系
）

H2
4.

 5
～

7

H2
4.

7～
9

H2
4.

9～
12

H2
4.

 1
2～

H2
5.

3

群
馬
県

n 
: 不
検
出

茨
城
県

千
葉
県

上 流

下 流
平
成
２
４
年
度
水
環
境
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
（
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
）
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1
9

7
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4
3

2
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0

3
0

1
0

1
0

1

地点数

放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
（
B

q/
kg
）

湖
沼
（
底
質
）
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
ご
と
の
頻
度
（
H
2
4
年
度
）

※
H2

4年
度
調
査
結
果
（
宮
城
県
（5

8）
、
福
島

(3
90

)、
茨
城
県
（

48
）
、
栃
木
県
（2

7）
、
群
馬
県
（

88
）
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
埼
玉
県
（

32
）
計

64
3地
点
）

平
成
２
４
年
度
水
環
境
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
（
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
）

10



（
別
添
５
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0

5,
00

0

10
,0

00

15
,0

00

20
,0

00

25
,0

00

30
,0

00

35
,0

00

40
,0

00

45
,0

00

50
,0

00

武 井
内 沢
松 ヶ 房 ダ ム （ 宇 多 川 湖 ）

真 野 ダ ム

藍 ノ 沢

岩 部 ダ ム 貯 水 池

風 兼 ダ ム

笹 峠
高 の 倉 ダ ム 貯 水 池

横 川 ダ ム 貯 水 池

太 良 谷 地

武 志 谷 地

龍 ヶ 迫

上 田 代

小 阿 久 登

外 内
明 婦 迫 2 号

大 柿 ダ ム

上 野 川

平 吾 入

目 倉 沢 第 ２

丈 六
古 道 川 発 電 所 ダ ム

沢 入 第 1

鈴 内 ４

西 羽 黒

坂 下 ダ ム

頭 森 ２

夜 ノ 森

滝 川 ダ ム

滝 の 沢

上 繁 岡 第 1

下 繁 岡

木 戸 ダ ム

大 堤
こ ま ち ダ ム

新 池
小 玉 ダ ム 貯 水 池 （ こ だ ま 湖 ）

神 下 堤 下

高 柴 ダ ム 貯 水 池 （ た か し ば 湖 ）

四 時 ダ ム 貯 水 池

摺 上 川 ダ ム 貯 水 池

半 田 沼

大 池
三 春 ダ ム

宝 ノ 草

羽 鳥 湖

広 平
千 五 沢 ダ ム 貯 水 池

渡 利 池

泉 川
堀 川 ダ ム

南 湖
日 中 ダ ム

曽 原 湖

檜 原 湖

小 野 川 湖

秋 元 湖

毘 沙 門 沼

雄 国 沼

大 沼
湖 心
高 橋 川 河 口

小 黒 川 河 口

天 神 浜

菱 沼 川 河 口

安 積 疏 水 取 水 口

浜 路 浜

舟 津 港

舟 津 川 河 口 沖

青 松 ヶ 浜

原 川 河 口

小 石 ヶ 浜 水 門

東 山 ダ ム 貯 水 池

沼 沢 湖

寺 入
大 川 ダ ム 貯 水 池

田 子 倉 貯 水 池

福 井
田 島 ダ ム 貯 水 池 （ 舟 鼻 湖 ）

奥 只 見 貯 水 池

尾 瀬 沼

農
業

用
た

め
池

農 業 用 た め 池

農
業

用
た

め
池

農
業
用
た
め
池

農
業
用
た
め

池

農
業
用

た
め
池

農
業

用
た

め
池

農
業
用

た
め
池

農 業 用 た め 池

農 業 用 た め 池

農 業 用 た め 池

農
業

用
た

め
池

農 業 用 た め 池

農 業 用 た め 池

農
業

用
た

め
池

農 業 用 た め 池

猪
苗
代
湖

農 業 用 た め 池

農 業 用 た め 池

放射性物質濃度Bq/kg
H2

4年
度
湖
沼
の
底
質
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
推
移

（
福
島
県
）

H2
4.

7～
9

H2
4.

9～
11

H2
4.

12
～

H2
5.

3

n 
: 不
検
出

浜
通
り

中
通
り

会
津

避
難
区
域
等

59
K

59
K10

3K
12

3K
12

5K
56

K
70

K
51

K

56
K

96
K

98
K56

0K
78

0K
91

K
72

K65
K 87

K
57

K
54

K
62

K

67
K

77
K

平
成
２
４
年
度
水
環
境
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
（
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
）
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n
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0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

3,
50

0

4,
00

0

4,
50

0

5,
00

0

栗 駒 ダ ム

花 山 ダ ム

鳴 子 ダ ム

伊 豆 沼

長 沼
宿 の 沢 た め 池

二 ツ 石 ダ ム

漆 沢 ダ ム

南 川 ダ ム

宮 床 ダ ム

惣 の 関 ダ ム

七 北 田 ダ ム

丸 田 沢 た め 池

天 沼
釜 房 ダ ム

大 倉 ダ ム

樽 水 ダ ム

村 田 ダ ム

川 原 子 ダ ム

七 ケ 宿 ダ ム

馬 牛 沼

広 浦
宮 前

親 沢
玉 造 沖

掛 馬 沖

湖 心
麻 生 沖

釜 谷 沖

神 宮 橋

外 浪 逆 浦

息 栖
牛 久 沼

涸
沼

霞
ヶ

浦
北

浦
常

陸
利

根
川

宮
城

県
茨

城
県

放射性セシウム濃度（Bq/kg）
H2

4年
度

湖
沼

の
底

質
の

放
射

性
セ

シ
ウ

ム
濃

度
の

推
移

（
宮

城
県

・
茨

城
県

）
H2

4.
 5
～

7

H2
4.

 7
～

10

H2
4.

10
-1

2

H2
5.

1～
3

n 
: 不

検

宮
城

県
茨

城
県

9,
70

0
5,

70
0

平
成

２
４

年
度

水
環

境
放

射
性

物
質

モ
ニ

タ
リ

ン
グ

結
果

（
環

境
省

水
・
大

気
環

境
局

）
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n
n

0

50
0

1,
00

0

1,
50

0

2,
00

0

2,
50

0

3,
00

0

3,
50

0

4,
00

0

4,
50

0

5,
00

0

深 山 ダ ム 貯 水 池

塩 原 ダ ム 貯 水 池

五 十 里 ダ ム 貯 水 池

川 治 ダ ム 貯 水 池

川 俣 ダ ム 貯 水 池

湯 ノ 湖

中 禅 寺 湖

渡 良 瀬 貯 水 池

奥 利 根 湖 （ 矢 木 沢 ダ ム ）

な ら ま た 湖 （ 奈 良 俣 ダ ム ）

洞 元 湖 （ 須 田 貝 ダ ム ）

丸 沼 （ 丸 沼 ダ ム ）

藤 原 湖 （ 藤 原 ダ ム ）

玉 原 湖 （ 玉 原 ダ ム ）

赤 谷 湖 （ 相 俣 ダ ム ）

薗 原 湖 （ 薗 原 ダ ム ）

赤 城 大 沼

奥 四 万 湖 （ 四 万 川 ダ ム ）

四 万 湖 （ 中 之 条 ダ ム ）

田 代 湖 （ 鹿 沢 ダ ム ）

榛 名 湖

霧 積 湖 （ 霧 積 ダ ム ）

碓 氷 湖 （ 坂 本 ダ ム ）

荒 船 湖 （ 道 平 川 ダ ム ）

大 塩 湖 （ 大 塩 ダ ム ）

神 流 湖 （ 下 久 保 ダ ム ）

蛇 神 湖 （ 塩 沢 ダ ム ）

草 木 湖 （ 草 木 ダ ム ）

梅 田 湖 （ 桐 生 川 ダ ム ）

野 反 湖 （ 野 反 ダ ム ）

布 佐 下

下 手 賀 沼 中 央

手 賀 沼 中 央

根 戸 下

北 印 旛 沼 中 央

一 本 松 下

上 水 道 取 水 口 下

阿 宗 橋

手
賀
沼

印
旛
沼

栃
木
県

群
馬
県

千
葉
県

放射性セシウム濃度（Bq/kg）
H2

4年
度
湖
沼
の
底
質
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
推
移

（
栃
木
県
・
群
馬
県
・
千
葉
県
）

H2
4.

 5
～

7

H2
4.

 7
～

10

H2
4.

10
-1

2

H2
5.

1～
3

5,
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0
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0

n 
: 不
検
出

栃
木
県

群
馬
県

千
葉
県

7,
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0
8,
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0

平
成
２
４
年
度
水
環
境
放
射
性
物
質
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
結
果
（
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
）
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濃
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度

（
H
2
4
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度
）

※
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4年
度
調
査
結
果
（
岩
手
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4）
、
宮
城
（

48
）
、
福
島
（

97
）
、
茨
城
県
（
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）
、
千
葉
県
、
東
京
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計
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蜂 ケ 崎 沖

大 島 北 沖

Ｋ － ２ （ 二 つ 根 ）

追 波 湾 （ 十 三 浜 ）

万 石 浦 Ｍ - ６ （ 湾 中 央 ）

北 上 川 河 口 沖

鳴 瀬 沖

西 浜
内 港 － ４ 内

蒲 生 － ３

井 土 － ５

阿 武 隈 川 河 口 沖

釣 師 浜 漁 港 沖 約 2 , 0 0 0 m 付 近

漁 業 権 区 域 区 1 号 中 央 付 近

真 野 川 沖 約 2 , 0 0 0 m 付 近

新 田 川 沖 約 1 , 0 0 0 m 附 近

浅 見 川 河 口 沖 約 1 , 0 0 0 m 付 近

大 久 川 河 口 沖 約 1 , 0 0 0 m 付 近

夏 井 川 沖 約 1 , 5 0 0 m 付 近

西 防 波 堤 第 2 の 北 約 4 0 0 ｍ 付 近

蛭 田 川 沖 約 1 , 0 0 0 m 付 近

里 根 川 河 口 沖

大 北 川 河 口 沖

茂 宮 川 ・ 久 慈 川 河 口 沖

県 央 地 先 水 域 那 珂 川 沖

利 根 川 河 口 沖

気
仙
沼
湾
（
乙
）
気
仙
沼
湾
（
丙
）
石
巻
地

先
海
域

（
丙
）

石
巻
地
先
海
域

（
乙
－
３
）

松
島
湾

（
乙
）

仙
台
港

地
先
海

域
（
甲
）

仙
台
港

地
先
海

域
（
乙
）

そ
の
他
の
全
地

先
海
域

相
双
地

先
海
域

松
川
浦

海
域

相
双
地

先
海
域

原
町
市
地
先
海
域

い
わ
き

市
地
先

海
域

小
名
浜

港

常
磐
沿

岸
海
域

放射性セシウム濃度（Bq/kg）
H2

4年
度
沿
岸
（
１
～
２

Km
）
の
底
質
の
放
射
性
セ
シ
ウ
ム
濃
度
の
推
移

（
宮
城
県
・
福
島
県
・
茨
城
県
）

H2
4.

5～
6

H2
4.

7～
8

H2
4.

9～
12

H2
4.

12
～

H2
5.

3

ｎ
: 不
検
出

福
島
県

茨
城
県

南
宮
城
県

北

平
成
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年
度
水
環
境
放
射
性
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質
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ニ
タ
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ン
グ
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果
（
環
境
省
水
・
大
気
環
境
局
）
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（別添７） 
水生生物放射性物質モニタリングの測定結果 

 
環境省では、モニタリング調整会議において決定された総合モニタリング計画に基づき、平成23年12

月より、福島県内を中心に、河川、湖沼、沿岸等において水生生物（水生昆虫、藻類、甲殻類、貝類、魚
類等）等を採取し、種類ごとに放射性物質濃度（放射性セシウム（セシウム 134、セシウム 137）等）の測
定を定期的（３～４ヶ月に１回）に実施中。 

生育段階、種類が異なることから、一概には季節ごとの比較は困難だが、概ね減少又は横ばいで推
移。河川・湖沼では海域よりも、比較的に高い傾向（別添９）。 
 
１． 測定結果 

 ①河川、湖沼 
単位：Bq/kg-wet  

 植物 

(藻類等) 
水生昆虫 甲殻類 

貝

類 
魚 類 両生類 

粗粒状有機物

（枯葉等） 

阿

武

隈

川

水

系 

Ａ 

阿
武
隈
川 

Ｈ２４春 740(藻類) 52(4 種混合) 181 170 50～167(7 種) 290～420(5 種) － 

Ｈ２４夏 94 199（8 種混合） 107、156（2 種） 39 34～75（3 種） 104（3 種混合） 1330 

Ｈ２４秋 9.3 54（1 種） 30 24 33～172（7 種） 52、720（2種） 350 

Ｈ２４冬 ND 67、170（2種） 58 － 44～88（4 種） 58、140（2種） 380 

Ｂ 

阿
武
隈
川 

Ｈ２４春 550(藻類) － － － 76～650(10 種) 280、 370(2 種) － 

Ｈ２４夏 360 139（8 種混合） － － 56～600（13 種） 87、750（2種） 270 

Ｈ２４秋 68 14～208（4 種） 54 63 35、103（5種） 470 237 

Ｈ２４冬 19 26～132（3 種） － 63 35～170（7 種） 82 235 

宇多川 

Ｈ２４春 － － － － － － － 
Ｈ２４夏 － － － － － － － 

Ｈ２４秋 420 92、1,100（2 種） － － 193～5,400（8 種） － 320 

Ｈ２４冬 － 61、182（2種） 65 － 65～242（3 種） － 92 

真

野

川

水

系 
(

真
野
ダ
ム)

は
や
ま
湖 

Ｈ２４春 1,870(藻類) 510(7 種混合) － － 280～ 4,400(4 種) － 3,200 

Ｈ２４夏 132 450（10 種混合） － － 232～4,300（9 種） － 740 

Ｈ２４秋 420 92、1,100（2 種） － － 193～5,400（8 種） － 320 

Ｈ２４冬 94 580 － － 480～2,600（4 種） － 206 

真
野
川 

Ｈ２４春 260(藻類) 198(14 種混合) 223 182 202～970(4 種) － 1,410 

Ｈ２４夏 23～570（3 種） 460（10 種混合） 147～660（3 種） 480 111～760（7 種） － 420 

Ｈ２４秋 540 113～510（3 種） 224 440 1.1～800（4 種） 1,110 510 

Ｈ２４冬 0.97 61～470（4 種） － － 51～590（4 種） 790 231 

新田川 

Ｈ２４春 － － － － 440～11,400(5 種) － － 

Ｈ２４夏 － － － － 199～1,620（6 種） － － 

Ｈ２４秋 － 165～1,770（4 種） 410 230 320～1,220（8 種） 1,620 890 

Ｈ２４冬 － 91～980（3 種） 420 － 238～1,040（5 種） － 580 

太田川 Ｈ２４春 － － － － － － － 
Ｈ２４夏 － － － － － － － 

Ｈ２４秋 182 530、820（2 種） 1,320 － 450～2,440（7 種） － 1,740 

Ｈ２４冬 － 550～1,510（3 種） － － 1,880～9,800（4 種） － 1,550 

秋元湖 
Ｈ２４春 

46 

(種子植物) 
－ 183 － 

88～470 

(7 種) 
540 250 

Ｈ２４夏 
7.1～44 

（3 種） 
－ 156 － 

63～310 

（12 種） 

71～136 

（4 種） 
156 

Ｈ２４秋 
16、50 

（2 種） 
－ 144 － 

54～380 

（6 種） 
－ 48 

Ｈ２４冬 4.7 － 120 － 
58～197 

（7 種） 
－ 59 

猪

苗

代

湖 

(

北
岸) 

猪
苗
代
湖 

Ｈ２４春 500(藻類) － － － 77～380(6 種) － － 

Ｈ２４夏 42 － － － 9.1～330（7 種） － 172 

Ｈ２４秋 135 － － － 31～201（6 種） － 390 

Ｈ２４冬 － － － － － － － 

(

南
岸) 

猪
苗
代
湖 

 

Ｈ２４春 9(種子植物) － － － 46～430(6 種) － － 

Ｈ２４夏 4.8～12（3 種） － － 62 11～178（9 種） 68 － 

Ｈ２４秋 3.0、13（2 種） － － 9.0 39～181（6 種） 43 － 

Ｈ２４冬 6.3 － － 1.7 4.7 ND － 

※水生昆虫については、試料が少ないため、調査水域・地点ごとに複数種混合して測定。 

測定に供する試料は、魚類を含め、個体丸ごととしている。 
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 ②海域 
  単位：Bq/kg-wet  

 
植物 

（藻類等） 
ｳﾆ、ﾋﾄﾃﾞ、ﾅﾏｺ 甲殻類 ゴカイ 

貝 類 
イカ・タコ 魚 類 

軟体部 貝殻 

阿武隈川 

河口沖 

Ｈ２４ 

春 
－ － 

8.4、21 

(2 種) 
 

－ 

 

－ 

 
 

11～42 

(5 種) 

Ｈ２４  

夏 
－ － 0.95 － － － － 

ND～ 19 

（７種） 

Ｈ２４  

秋 
－ － ND － － － － 

0.9～32 

（7 種） 

Ｈ２４  

冬 
－ － － － － － － 

5.1～19 

（4 種） 

相馬市沖 

（松川浦） 

Ｈ２４ 

春 

13、102 

(藻類2 種) 

14 

(種子植物) 

－ 
12～87 

(4 種) 
 

4.1、5.7 

(2 種) 

9、56 

(同左) 
－ 

11 ～ 166 

(5 種) 

Ｈ２４  

夏 

2.9、 3.0 

（2 種） 
－ 

3.0～ 300 

（4 種） 
107 

5.3、 8.9 

（2 種） 

4.7、 29 

（2 種） 
－ 

5.9～ 36 

(7 種） 

Ｈ２４  

秋 

ND、4.1 

（2 種） 
－ 13 6.4 

ND、13 

（2 種） 

1.9、60 

（2 種） 
－ 

7.5、23 

(2 種） 

Ｈ２４  

冬 

ND～1.6 

（3 種） 
－ 15 － 

3.2、9.4 

（2 種） 

3.7、63 

（2 種） 
－ 8.6 

いわき市沖 

（久之浜） 

Ｈ２４ 

春 

22、33 

(藻類2 種) 

21、97 

(ｳﾆ 2 種) 
－  

13 

 

24 

 
－ 

7.6～290 

(8 種) 

Ｈ２４  

夏 
25 

26、 50 

（2 種） 
－ － 6.1 49 7.4 

14～ 126 

（10 種） 

Ｈ２４  

秋 
8.7 

12、42 

（2 種） 
－ － 5.1 16 － 

6.7～118 

（6 種） 

Ｈ２４  

冬 
7.9 

5.6、73 

（2 種） 
－ － 3.0 23 － 

13～139 

（6 種） 

※測定に供する試料は、魚類を含め、個体丸ごととしている。 

17



（別添８） 

 

水生生物放射性物質調査地点図 

 

福島第一原子力発電所 ●

福島第二原子力発電所 ●

福 島 県

宮 城 県山 形 県

茨 城 県

栃 木 県

猪苗代湖

桧原湖

小野川湖

茂庭っ湖

阿

武

隈

川

摺

上

川

阿
武

隈

川

原
瀬
川

杉 田
川

移

川

N

20km0 10

阿武隈川河口沖 

阿武隈川Ｂ 

阿武隈川Ａ 

秋元湖 

猪苗代湖 

相馬市沖 

（松川浦） 

いわき市沖 

（久之浜） 

真野川 

新田川 

太田川 

宇多川 

はやま湖 

（真野ダム） 
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別

添
９

－
１

）

n

0

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

（ 藻 類 ） ア オ ミ ド ロ 属

水 生 昆 虫

サ ワ ガ ニ

ヌ マ エ ビ 科

（ 貝 類 ） カ ワ ニ ナ

ア ブ ラ ハ ヤ

ウ グ イ

カ ワ ム ツ

ニ ゴ イ

コ ク チ バ ス

ド ジ ョ ウ

フ ク ド ジ ョ ウ

ア メ リ カ ナ マ ズ

フ ナ 属

ギ ン ブ ナ

ヤ マ メ

ア カ ハ ラ イ モ リ

カ エ ル 類

カ エ ル 類 （ オ タ マ ジ ャ ク シ ）

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

藻 類
水 生 昆 虫

（ 甲 殻 類 ） ア メ リ カ ザ リ ガ ニ

（ 貝 類 ） カ ワ ニ ナ

ア ブ ラ ハ ヤ

ア ユ （ 天 然 遡 上 ）

ウ グ イ

ウ グ イ 属

ウ ナ ギ

カ ジ カ

カ ワ ム ツ

ギ バ チ

コ イ
ニ ゴ イ

コ ク チ バ ス

ド ジ ョ ウ

フ ク ド ジ ョ ウ

ナ マ ズ

ア メ リ カ ナ マ ズ

フ ナ 属

ヤ マ メ

ウ シ ガ エ ル

ツ チ ガ エ ル

カ エ ル 類 （ オ タ マ ジ ャ ク シ ）

甲
殻

類
魚

類
両

生
類

魚
類

両
生

類

阿
武

隈
川

A
阿

武
隈

川
B

放射性セシウム（Cs-134＋Cs-137）濃度（Bq/kg-wet）
水

生
生

物
放

射
性

物
質

推
移

（
河

川
: 
阿

武
隈

川
）

H
2
4
春

H
2
4
夏

H
2
4
秋

H
2
4
冬

n:
 不

検
出
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（
別

添
９

－
２

）

0

5
0
0

1
,0

0
0

1
,5

0
0

2
,0

0
0

2
,5

0
0

3
,0

0
0

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

（ 藻 類 ） ア オ ミ ド ロ 属

水 生 昆 虫

モ ク ズ ガ 二

ヌ マ エ ビ 科

ウ グ イ 属

カ ワ ム ツ

ヤ マ メ

ヨ シ ノ ボ リ 属

オ オ ヨ シ ノ ボ リ

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

（ 水 草 ） ヤ ナ ギ モ

コ ケ 植 物

（ 藻 類 ） ア オ ミ ド ロ 属

水 生 昆 虫

ア メ リ カ ザ リ ガ ニ

ヌ マ エ ビ 科

モ ク ズ ガ 二

（ 貝 類 ） カ ワ ニ ナ

ア ユ （ 天 然 遡 上 ）

ア ユ （ 放 流 ）

ウ グ イ 属

オ イ カ ワ

コ イ
シ ロ ザ ケ

ハ ゼ 科

ギ ン ブ ナ

ゲ ン ゴ ロ ウ ブ ナ

ヤ マ メ

ヨ シ ノ ボ リ 類

（ 両 生 類 ） カ エ ル 類 （ オ タ マ ジ ャ ク シ ）

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

水 生 昆 虫

（ 甲 殻 類 ） モ ク ズ ガ 二

（ 貝 類 ） カ ワ ニ ナ

ア ユ （ 天 然 遡 上 ）

イ ワ ナ 属

ウ グ イ 属

ウ ナ ギ

オ イ カ ワ

カ マ ツ カ

コ イ
ニ ゴ イ

ニ ゴ イ （ 未 成 魚 ）

ナ マ ズ

ヤ マ メ

ヨ シ ノ ボ リ 属

（ 両 生 類 ） カ エ ル 類 （ オ タ マ ジ ャ ク シ ）

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

（ 藻 類 ） ア オ ミ ド ロ 属

水 生 昆 虫

（ 甲 殻 類 ） ヌ マ エ ビ 科

ア ユ （ 天 然 遡 上 ）

ウ グ イ 属

ウ ナ ギ

コ イ
シ マ ド ジ ョ ウ

フ ナ 属

ヤ マ メ

オ オ ヨ シ ノ ボ リ

甲
殻

類

魚
類

甲
殻

類
魚

類
魚

類
魚

類

宇
多

川
C

真
野

川
D

新
田

川
E

太
田

川
F

放射性セシウム（Cs-134＋Cs-137）濃度（Bq/kg-wet）
水

生
生

物
放

射
性

物
質

推
移

（
河

川
:宇

多
川

、
真

野
川

、
新

田
川

、
太

田
川

）

H
2
4
春

H
2
4
夏

H
2
4
秋

H
2
4
冬

1
1
,4

0
0

9
,8

0
0
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別
添
９
－
３
）

n

0

1
,0
0
0

2
,0
0
0

3
,0
0
0

4
,0
0
0

5
,0
0
0

6
,0
0
0

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

（ 藻 類 ） ア オ ミ ド ロ 属

水 生 昆 虫

イ ワ ナ 属

ウ グ イ

コ イ
ナ マ ズ

オ オ ク チ バ ス

コ ク チ バ ス

ギ ン ブ ナ

サ ク ラ マ ス

ニ ジ マ ス

ヤ マ メ

ヨ シ ノ ボ リ 属

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

コ ウ ガ イ モ

コ カ ナ ダ モ

（ 藻 類 ） ア オ ミ ド ロ 属

（ 甲 殻 類 ） ウ チ ダ ザ リ ガ ニ

ア ブ ラ ハ ヤ

イ ワ ナ

イ ワ ナ 属

ウ グ イ

ウ グ イ 属

オ イ カ ワ

コ イ
ニ ゴ イ

ド ジ ョ ウ

オ オ ク チ バ ス

コ ク チ バ ス

ギ ン ブ ナ

フ ナ 属

ブ ル ー ギ ル

サ ク ラ マ ス

ヤ マ メ

ワ カ サ ギ

ア カ ハ ラ イ モ リ

ヤ マ ア カ ガ エ ル･ ツ チ ガ エ ル

ヤ マ ア カ ガ エ ル （ オ タ マ ジ ャ ク シ ）

カ ジ カ ガ エ ル （ オ タ マ ジ ャ ク シ ）

粗 粒 状 有 機 物 （ 葉 な ど ）

（ 藻 類 ） ア オ ミ ド ロ 属

イ ワ ナ 属

ウ グ イ

ニ ゴ イ

ド ジ ョ ウ 科

ナ マ ズ

コ ク チ バ ス

ギ ン ブ ナ

サ ク ラ マ ス

ヤ マ メ

コ ウ ホ ネ

ト チ カ ガ ミ

コ カ ナ ダ モ

（ 貝 類 ） オ オ タ ニ シ

イ ワ ナ 属

ウ キ ゴ リ

ウ グ イ

オ イ カ ワ

カ マ ツ カ

ド ジ ョ ウ

ナ マ ズ

ニ ゴ イ

コ ク チ バ ス

ギ ン ブ ナ

サ ク ラ マ ス

ヤ マ メ

ト ウ キ ョ ウ ダ ル マ ガ エ ル

カ エ ル 類 （ オ タ マ ジ ャ ク シ ）

魚
類

水
草

魚
類

両
生
類

藻 類

魚
類

水
草

魚
類

両
生

類

は
や
ま
湖
（
真
野
ダ
ム
）
G

秋
元
湖
H

猪
苗
代
湖
（
北
岸
）
I

猪
苗
代
湖
(南
岸
)J

放射性セシウム（Cs-134＋Cs-137）濃度（Bq/kg-wet）
水
生
生
物
放
射
性
物
質
推
移
（
湖
沼
）

H
2
4
春

H
2
4
夏

H
2
4
秋

H
2
4
冬

n:
 未
検
出
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5
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0
0

3
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5
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ガ ザ ミ

ヒ ラ ツ メ ガ ニ

ウ バ ガ イ( 貝 殻)

ウ バ ガ イ( 軟 体 部)

ア イ ナ メ

マ ア ジ

ケ ム シ カ ジ カ

イ シ ガ レ イ

ヌ マ ガ レ イ

マ コ ガ レ イ

メ イ タ ガ レ イ

シ ラ ウ オ

シ ロ グ チ

ゴ マ サ バ

ス ズ キ

ク ロ ダ イ

ヒ ラ メ

ヒ ガ ン フ グ

ブ リ
メ バ ル 属

ヒ ト エ グ サ

ア ナ ア オ サ

（ 植 物 ） ア マ モ

ア ミ 類

ス ジ エ ビ

テ ッ ポ ウ エ ビ 属

ガ ザ ミ

ケ フ サ イ ソ ガ ニ

モ ク ズ ガ ニ

ア サ リ （ 貝 殻 ）

ア サ リ （ 軟 体 部 ）

マ ガ キ （ 貝 殻 ）

マ ガ キ （ 軟 体 部 ）

（ 多 毛 類 ） ゴ カ イ 網

ト ウ ゴ ロ ウ イ ワ シ 科

ウ グ イ 属

カ レ イ 科

ギ ン ポ

コ ノ シ ロ

ハ ゼ 科

ア シ シ ロ ハ ゼ

マ ハ ゼ

ク サ フ グ

ボ ラ
ア カ モ ク

ア ラ メ

キ タ ム ラ サ キ ウ ニ

ツ ガ ル ウ ニ

キ ヒ ト デ

マ ナ マ コ

ア ワ ビ 属 （ 貝 殻 ）

ア ワ ビ 属 （ 軟 体 部 ）

ウ バ ガ イ( 貝 殻)

ウ バ ガ イ( 軟 体 部)

イ イ ダ コ

マ ダ コ

ミ ズ ダ コ

コ ウ イ カ 属

ジ ン ド ウ イ カ 類

ヒ メ コ ウ イ カ

ア イ ナ メ

ゴ テ ン ア ナ ゴ

オ オ ク チ イ シ ナ ギ

カ ナ ガ シ ラ

イ シ ガ レ イ

バ バ ガ レ イ

マ ガ レ イ

マ コ ガ レ イ

ム シ ガ レ イ

メ イ タ ガ レ イ

ナ ガ レ メ イ タ ガ レ イ

コ ノ シ ロ

コ モ ン カ ス ベ

カ ズ ザ メ

ホ シ ザ メ

ス ズ キ

カ ガ ミ ダ イ

チ ダ イ

マ ト ウ ダ イ

マ ダ ラ

ウ マ ヅ ラ ハ ギ

ヒ ラ メ

ヒ ラ メ （ 内 容 物: 小 魚 ）

ア カ シ タ ビ ラ メ

ア カ メ フ グ

コ モ ン フ グ

ナ シ フ グ

ホ ウ ボ ウ

甲
殻

類

貝
類

魚
類

藻
類

甲
殻

類
貝

類
魚

類
藻

類
ウ

ニ
貝

類
タ

コ
イ

カ
魚

類

阿
武

隈
川

河
口

沖
K

相
馬

市
沖

(松
川

浦
)

L
い

わ
き

市
沖

M

放射性セシウム（Cs-134＋Cs-137）濃度（Bq/kg-wet）
水

生
生

物
放

射
性

物
質

推
移

（
海

域
）

H
2
4
春

H
2
4
夏

H
2
4
秋

H
2
4
冬

n:
 未

検
出
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